
第２日目その２(2000/04/30)

さて、出雲市駅ですがホーム自体は４番線までしかないわけです。

単線が多い山陰本線としてはそれなりの規模の駅なのかもしれませんが、

雨のせいもあってちょっと寂しい印象を受けました。

出雲市自体には７時間程度しか滞在しないので早速駅を出て

一畑電鉄で出雲大社に向かおうとしたのですが、ホームもさることながら

待合室に乗客がいないのです。時刻表を見ると地方ローカルだから仕方ないかと

いう感じで不便この上ないわけです。

駅周囲も人気がなく、時間を潰せる場所もないので路線バスで出雲大社に

向かう事にしました。観光客は僕含めて５人、地元の人が４人程度とバスも寂しい。

雨も本降りになる中、約３０分程して出雲大社に到着。

なるほど、車で来るわけですね。駐車場は 60%程埋まっていました。

鳥居の前の交通量は凄いものがありました。

駐車場から５分程歩くと神楽殿に着きます。しめ縄は周囲９ｍ、長さ１３.５ｍ、

約６トンとの事。こいつあでかい。(^^;

お賽銭をあげて、お守り買っておみくじという基本コースやりました。(笑)

縁結びという事で女性が多かったような。(^^;

お賽銭あげる際に気合が違う人が多かったのですが、僕は気楽に。(笑)



巨松が立ち並ぶ参道(?)を逆に歩いてＪＲ大社駅跡に向かいます。

参道を抜けて、10分程歩くと一畑電鉄の出雲大社前駅に着きます。

ここも当然ですが寂しいわけです。ここに着く前に土産物屋が２，３軒

潰れていたようです。駅から歩く観光客ってそういえば見かけませんでした。

土産物も変わり映えしないし、仕方ないでしょう。

出雲大社前駅には雨宿りの人も含めて５人程しかいませんでした。

一旦通過してＪＲ大社駅後に向かいます。更に 20分歩く事に。

JR大社駅跡の建物の中には日記帳が置いてあります。見ると毎日に確実に訪問者が

いる事がわかるのですが、ＧＷ中のせいかもしれません。



駅舎の保存状態は良好でした。でも出雲大社から歩いてきたのは僕だけ、

大概は車でくるようですね、僕が撮影している時も鉄道ファンらしき人々が

来たのですが、車でした。そうそう、大社線自体は 1990 年３月 31日だそうです。

ガイドブックによれば駅前に二軒の蕎麦屋があり、あなどれないと書いてあるの

ですが、一つは廃業していました。仕方ないかな。ガイドブックなんてこんなもん。

さて、これで出雲大社周辺の散策は終り。暇。(笑)

出雲大社に戻って、喫茶店で一息。本番出雲そばを味わう予定だったのですが、

凄い待ち行列だし、土産物屋の隣にあるのでイマイチ味が信用できないので駅前に

戻る事にしました。



一畑電鉄でＪＲ出雲市駅には戻る事にしました。

ちなみに 1時間 1本のダイヤです。いろいろな車両を使ってるようですが、

乗車したのは京王のお下がりでした。



鉄っちゃんらしき女性がいたので同じ目的地なら声をかけようとしたけど違った

ので残念。(笑)彼女は松江温泉へ向かいました。凄いカメラ持ってました。(^^;

しかも運転台かぶりつきだったし。(笑)

ＪＲ出雲市駅前に到着して、駅構内の食堂で出雲蕎麦を食べました。

注文したのは三色割子そばというヤツ。蕎麦では一番高かったです。(笑)

とろろ。大根おろし、卵(月見)から構成されているんですね。

小分けされているのでつゆを蕎麦に直接かけて食べたわけですが、ま、なんつうか

普通の蕎麦でした。(笑)　ちなみにこれがこの日最初の食事。(笑)

あんまり暇なんで３回も入場券を買って入場、特急を撮影しました。(笑)



出雲市 18:30 発の岡山行き最終「やくも 30号」に乗車。



さすがに岡山に到着する時間が時間なせいか、指定席はガラガラでした。

出雲市発車の段階で僕含めて２人。(笑)

伯備線に入った頃に夕食。寝台特急椅出雲に乗車している時に米子駅で購入した

「吾左衛門寿司」です。さばの押し寿司を昆布でくるんだもので、作ってから

ちょっとおいた方が味か落ちつくいわゆるなれ寿司です。¥1650 なり。

ちょっと高いけど確かにうまいです。でも量があるから女性にはきついかな。

後、かなり咽が渇きます。(^^;

岡山に定刻通り 21:23 に到着。当然この時間店が開いているわけないので

それ自体は問題なかったのですが、サウナ等の入浴設備がないのが困りました。

仕方なく、ぶらぶらして京都発長崎行の寝台特急「あかつき」を待ちます。



定刻通り 23:17 に岡山を発車。今回利用したのはＢ寝台シングルツインという

寝台です。見て「んじゃこりゃー！」って感じです。これはあんまり。

JR西日本だからカードキーを貰えたのはいいんだけど、そういう問題ちゃうか。

暗くてわからないんですが、下の様に座席を倒してフラットな状態にしてから

シーツをしきます。つまり昼夜兼用という作りなのでベッドにした時に完全に水平

にならないのです。シートと背もたれを倒すから起伏もあるしね。

シングツツインは２人使用を前提にしているので上段にはベッドがあらかじめ

吊られた状態になって準備されているわけです。上段の方に寝たかったよう。

改札が終ってから気休めという事で洗面所に行ってタオルを濡らして

身体を拭きました。せつなかったなあ。



左上は扉から上部ベットを、右上は同じですが、上部ベットに上る梯子側を、

左下は下部ベット足元から、右下は下部ベット枕から扉を撮影したものです。狭い。



左上は枕元の操作パネル、右上はシーツや枕を片付けて座席を作った状態です。

これならシングルツインより安いＢ寝台ソロの方が安くてよかったなあ。

揺れも酷くて寝られず、ThinkPad でメールチェックとかしていて

結局寝たのは 25時過ぎでした・・・。起きたら九州に上陸です。


